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LH l机 半 のE'○kI3jI･七一■+ L'比 午と■J 十 年 iLtj Jt人 三 十■ ■ ◆◆ ■H也 t.日i - 二.i75 ま 1時fl の I+t名 切 ～8日 心 2時か 刀 坤半ら 千 〇o七 二 巾 書 9 才 五 火JlT 特 8* r-IZメ J 月 JL入 日113■ 凸午官 空 '!岩 美 .qr]D 三 や t ItI l十 月 Jl 77P人 士 1Efl 7 ○l一 5 午]5 ウ t]月Elワ 午 7 女の I r f】 性 ttL事■塁壬だ=妻らー 妻 ≡妻国+ ●十 ■川 で2-の辛5人月 ○ ( 十

■ 十千 〇■

5′】 5円 特 らた二 A月 人 や軽の r9 5{ 衣 の 23 ■

′､^ ホ ○霊 讐 堅 塁藁 芸 驚 書 芸喜 至 言呈 車 重 等 警責 人 Fl兼 七 人 3J1蔓 至 芸 … 芙 買 萱

摘 芸 事 董 ～野q; 7月九 1二I++tL t t 厳 年 内I一 5 書芸 墓地巴

u悪 日 = 在 日'… 年■■JI15～ / 那 設 撃iE 日吉誓 若 芽 去 `

Llp違 tー71～ーf ト

JJ-■一■■ I1児午++付け■■ヽ 桑 葉 裏 書 …蓋 蓋 酢I& rly★■* L一ゝ fL切 ど十 十}l 一 l iブ ｢甫E]tEナ変 1°｡ミ/b I+毎ナ ノ｣ の JDI｢時 11軒 ー初 代 I

『

市
の
公
民
館
で
は
心
・
置
か
の
喫
債
は
向
己
負
例
。
受
島
希
を
は
4
き
り
嘗
i
‘
て
各
修
め

日
な
地
域
鈴
川
会
づ
く
り
を
め
ざ
姐
貨
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
銅
切
り
H
a
z
で
比
必
密
て
申
し
込

-
L

新
年
度
を
迎
え
て
衝
し
〈
あ
て
往
復
は
A
き
に
希
m
m
殺
ま
ん
で
〈
だ
き
i
‘
@
術
内
在
住
民
信

【
つ
ぎ
の
ぬ
宿
e
宇
級
硲
怖
を
学
録
a
a
R
名
在
住
所
氏
に
慮
り
き
す
e
は
が
き
一

牧
日L

J

i

-

-

i

:

2

2

5

;

人
-
i

z

z

z

;

L

I

b

-

a

等

ど

も

は

手

S

E

t

E

A

2

し

ま

す
J

「
1

l

i

1

l

i

l

i

-

-

i

新
年
度
迎
え
公
民
館
に
新
銀
平
i
l
ι

主

君

一

i

i

i

 

-

i

1

1
 

月

8

u

E

J

ま

i

s

n
m
三
日
曜
日
午
銅
山
崎
J
午
後

3
時
&
市
内
在
住
め
小
中
4
4
生

と
そ
の
係
官
側
十
組
u
議
舗
は

夜
良
債
伴
大
9
・
慢
の
E
T
同
省
縄
文

民
@=

t

i

l

l

R

 

J
来
年
3
月
の
悠
月
第
一
一
水
隙
u

午
前
愉
即
時
よ
ι午
O
信
仰
愈
以
上
の

人
九
十
人
。

i

i

1

5

5

?

 

?

n

a

n

i

-

後
1
t
i
章
。
婦
人
八
l

入
.

訟
烈
"
め
切
り
は
a
-
R
錫
目
。

j
j
 

i

l

l

f

 

午
後
1
時
半
、
{
4
m
〔
8
月
は
休

み》

・三一隻
中
学
続
区
在
住
の
尉

E
去
人
百
人
。

-
人
掌
・

5
H
n
n
t
来
h
T

1
1
2
4
-
木
曜
日
午

後
1
時
半
J
4
〔
8
月
は
休

み
)
・
=
一
笠
中
字
鋭
校
区
の
緑
人
五

十
人
@

z

z

s

E

s

f

 

日
J
7
月
9
自
の
毎
週
土
曜
臼
午

昌
明

9
術
学
i
f
正
午
o
t
市
内
在
住
の

婦
人
ニ
a7
人・

仙
川
河
お
日
の
錨
月
第
二
阿
木
蝋

日
午
前
9
t
f
午
後
2
R
8

月
は
休
み
}
@
市
内
在
住
の
岨
曹
人

一
一
与
何
人
。

-

L

Z

7

の
民
総
鱒
鴫
・
・

5

i

t

n

A
u
i

一

上

曜

日

?

?

?

内

在
住
の
小
字
生
企
そ
の

線
三
十

制
。

;衛施
E

5

1

1

月

間

闘

の

i

一

工

曜
日
午
後
2
時
J
4
時
@
市
内
佐

官
小
学
生
百
人
。

i

i

5

i

d

 

i
-
-二

本
眼

目
ハ
a
e
n
は
休
み
〕
。
市
内
復
作
性

の
成
人
玄
十
人
園

球
環
且
庸
め
切
り
は
4
河
野
日

-同前

-
e

・5
丹
羽
目
J
来

年

3
2
毎
月

m主
砲
M
午
後

1
時
学
P
4
崎
弘
園
岳
車
中
乍
舷
似

の
“m
a
以
上
の
人
五
十
人
。

女
憧
鴎
a
E

5
n
M
休
日
t
来
年

S

E

i

l

i

-

時
半
J
S
跨
学
a
E
車
中
学
俊
民

の
崎
人
五
十
人
。

z

i

i

 

t
m
R
幻
自
の
毎
月
銃
三

岡

日

曜
日
2
9
章
t
n
E
E

月
は
E
e
R
E
の
小
学

一
占
年
生
王
手

L

i

s

-

-

m

 

品
目
の
毎
月
第
一

一一半
水
曜
日

休
み
v
・
市
内
在
伎
の
錫
人
一
4
1

人
@組円

竃
‘
・
2

5
n
u
日
t
U
H

-
-
i
u
q
 

T

t

r

平

《

8

1

休

み
V

固
市
内
金
住
の
絹
人
ニ
ー

人
e

減
締
め
切
り
ほ
4
月
初
日
・

ハ
E
R
-
-

!
i
 

と
う
・
h
，
.
.
 且

5
月
U
H
t

i
u
の
毎
週
品
目
午
前
9

t
t
u
章
受
一

7
五
人
@

盲
-
側
支
単
品

a
-
a
s
n
n
H
t

a志写
2
n
n
H
の
毎
月
錫
二
関

盛

岡

午

後

4

7

3

t
・

成
人
云
一十人
ω

i

貧

S
A
M
t
来
年

i

z

i

一
同
事

H
午
嶋
9
崎
学
J
U
時
手
。
.
人

二
f
五
人
。

予
ど
・
拾
得
後
敏
-a

5
月
第
日

i
i
L
 

E

E

S

 

E

i

i

i

 

《
剣
道
柔
道
な
ぎ
Fふ
た
砲

弓
道
V

岩

君

主

車

ま
主
つ
ぎ
の
と
f
開
か
れ

ます。i

i

n

i

 

遇
月

火

金
曜
日
午
後
5
時
I
t

s
待
。
小
学
二
信
写
生
以
上
の
初
心

重
二
十
人
・

側
通
-

t

i

-

-

白

木
曜
日
午
前

t

t

n

草

J

A

T

保
屋
台
三
1
訓"。

i

g

i

t

-

-
』
の
毎
月
敏
二
木
曜
日
午

前
9
位
向
手
t
u
崎
学
@
成
人
亙
十

人。話
め
切
り
は
4
A
1
2

も
体

2
z

u

n

-

-

生
年
月
日
も
配
人
〕
・

-S
 

E

R

-

5
n
r
草
3
n

め
毎
月

一
回
橋
前
准
院
在
伎の

尚
人
閃
十
人
。

z

j

5
n
f
 

?

i

i

i

 

w
机
夜
住
め
幼
処
t
小
学
大
忽
生
の

Z
雪
量
周

1

7

，

A

-

1

-

z

 

5
月
初
日
t
7
R
n
日
の
緩
週
金

曜

日

2

4

7

平

O

T

--
+l
人・

3

2

3

5

5

t

 

7
月
初
日
の
・
週
水
曜
日
午
前
四

時
J
u
t
e
-
人
二
I
・

Z

E

i

l

年

3
n
s
日
の
2
8
曜
日
2
6

民
間

t
7
時
。
小
学乏し年
生
J
中
字

三亙干し
生
同
十
人
@

淡
-
-
め
切
れ
ツ
は
4
月
節
目
《
柄
引
即

有
効
v

，

ら

草

月

火
e水

量
日
午

f

i

常
備
投
信
サ
人
。

忌

i

l

i

a

還
穴

水
曜
日
午
後
5

甲
;

T

全
眼
目
午
後
2
?
3
時

モ
喜
一
Z
J
Z
の
初
心

音
二
十
人
・

E

E

E

5
月
7
1

i

:

f

?

?

 

3
時
b
小
学
二
竿
生
J
m
哉
の
初

心
雪
子
生

や
り
敏
麗

S
R
7
白
か
ら
毎

1

i

 

ゴ
込
マ
入
門
微
量
‘
月
幻
“

;

固

5

1

J

E

T

-

成
人
一
三
十
五
人
。

2

Z

E

5

2

f

 

ら

E
火
雄
日
午
守
的
手
t
正

常
f
司
成
会
下
流
入
。

i

t

い

た

め

の

i

・

5
月
日
t
毎
月
第
二

肉

R

E

s

t

-

卒

。

占
。
成
人
一一
高
人
。

T

2

5

2

日

五

月
第
二
回
火
曜
日
E
9
t

t
正
午
。
十
闘
。
成
人
二
十
玄
人
。

大
箱
沼
通
5
月
u
u
t
来
年

3
R
n
u
の
十
凶
・
4
司
雄
の
圃
車

j
i
-
-十

五

人
@

援
締
め
切
り
は
e
nnnH。

i

t

 !こ
-u

z

z

a

z
の
高
か
ら
V

5
nu
?
6
月
M
2
2

火
曜
日
午
前
附
時
J
正
午
園
女
性

玄

人
a

ホ

--λ
門
-
a
a

s
n
7
引

2
8
R
U
日
の
毎
週
土
館
日
午
前

9
時
J
H
昭
三
十
人
@

7
J
F
リ
カ
J
D
I
P
ヲ
・
7

ワ
l

E

A

t

-

7

A

A

 

f

T

2

1
?

2

町

中

学
コ
2
2
蓄
の
初
心
明
子
ニ

イ
人
a

i

i

i

 

週
M
m
H
午
前
?
時
2
8
時
手
。

高
校
生
以
ょ
の
E
a
-
-

i

?

i

b

毎

週
土
曜
日
午
復
S
崎
t
7
"
・
吉
岡

俊
生
以
上
三
十
人
。

i

;

2

1

 

5

2

1

1

i

 

L
2
3
1
 

5 
月

青
年
二
十
五
人
@

f

z

w

ベ
ン

z

s

s
n
U
N
f
7
月
四
日
の
句
通
火

眼
目
E
6
1
2
4
t
市

内

E

長
E
t
2
a
の
青

年一一
+
玄人。

童
書
量
は
は
が
き
に
2

2

名

告

君

主

電

話

君

主

主

s

m

m

日
重
で
に
開
館
F

ハ
電
鰯
も

き
園
応
，
Z
E
S

Z

市
内
食
作
在
晶
"
の
M
m
t
お
歳
の
袖
g
g

2

1

2

i

j

!

;

 

主
3
A
U
2
4
一
目
隠

阿
《
8
月
除
〈
u

午
後
1
時
t
4

時
B

院
人
四
十
人
@

業
幽
閉
め
切
り
は
4
月
舗
悶
E

《

a
本

陸

町

i

i

 

穫

量

:千2
5

月
m
u
日
t
u
月
間
同
の
毎
週
金
留

日
午
後
6
時
t
'
時
《
8
n
は
体

主
，
E

E

量
Z

t

蓄
の
青
年
手
五
人
。

-
遁
般
車
《
伊
州
糞
V

5
月
初

1

2

2

 

-押し鎗-a-z

s
n
u
H
i
f
7

T

H

1

T

Z

人

・

盆
ん
曾
m
-
a
a

s
月
お
H
t
7

毎
週
金
雌
H
午
偏
g
時
v
t
z

肯
定
負
二

L

E

z

-

-

ロ問主

写
S
R
め
毎
月
第
一

ホ
曜
日

q
後

4
7
3
t
関
禽
以
上
の

人
側
f
人
。

業
蝉
周
め
切
り
は
4
M
m
日
固

車
紋
姐
府
め
切
り
は
4
月
初
H
a

a厳
人

E
E
L幽
L

4
n
i
f
来
年
3
月
の
徳
週
木

土

曜

日

i

?

?

時

。

T
H
F
・
-
人
ニ
+
入。

首
ハ
水
量

v
Z

E

おは
H
2
7
R
錫
"
の
毎
週
木
曜
日

午
前
9
防
学
J
U
略
奪
e
a
R
人
二

十
五人。

滋
飾
め
切
り
は
‘
月
鶴
岡
@

i

i

a

】

i
空;鰻

れ.あ"い修鍋
」

5
"
月
n
6
H
J
7

月.8。
日
の
修
週
A@'隆
u午曽萌
.ω時

2
A
u
吟
空
号
平
宅
e
;
3
4
A
a児T
と
量

省
二
十
鮒
組胤
"

宮震当敏-a《
噌2
1r'e
涜
V

E

R

T

J

7

5

2

2

a

 

H
午
後
1
時
J
3

t
J

J

入。

s

i

l

 

f
雪
量

f

i

;

ー

s

n
η
H
t
7
n
お
日
の
毎
月
m
-
一

-》

s

f

i

z

富

山
え
生
治
文
化
な
ど
に
つ
t
て

E

J

3

?

来

年

i

M

A

T

E

金

曜

日

首

A

J
午
後
品
。
伝
人
さ
色
、
聞
も

な
L
錨
入
京
十
人
。

-
奮
敏
重

〔
山
野
g
U
5
月

8
M
f
z
i
u
E
毎
月
銚

一
一
品
H
E
I
時
J
4
q
成

人
vai人。
材
料
鴨
一
白
言
五
百
円
・

宅
成
人
関
十
人。

に
お
げ
る
守

*
f
プ
，
〆
』

主

の

た

め

の

Z

E

--Lな
ど
@

疑
姐
宵
め
切
の
は
5
n
7
R
・

1

1

1

2

 

s
n
』
;
?
"
の
着
金

眼

目

E

4

t

A

E

干

入。淡
櫨
宵
め
切
り
は
4
n
m
日
s

l

l

 

i

z

-

-
》

E

2

・5

3

日生

T

R

S

F

し

て

青

空

木
曜
日
午
後
占
7
4
官

軍
Z
E
め
語
以
上
の
人

大
人
・

i

'

s

月

官

a

s

i

木
曜
M
午
前
9
E
t
E

伝

r
a
五
十
人
。

旅
情
め
切
り
は
4
月
初
日
。

u
f
ら
量
産
同
午
後
1
時

J
4
島
問
，
関
家
主
で
の
二
人
@

i

i

i

が

E

i

言

語

氏

名

F
3
2
;
 

t

z

t

品

、

て

4
n
n
u
ま
で
に
市
中
央
武
道

場
内
員
賞
金
へ
e
E
料

1

z

i

f

E

 

百
門
〈
武
道
合
象
宮
中
は
M
W
省
保

険
料
合
む
来
場
道
般
を
は

P
R
F量
コ

高
困
者
孝
包
・

5
u
月
初
日
j
来

T
R
U
E
毎
月
三
-金
曜
a

z

-

-

t
a
時
・
春
日
中
学

校
区
住
住
の
関
a
以
上
の
人
玄
十

人。
E

f

i

i

u

 

日
j
7
a
n
n
a
の
毎
週
金
値
目
午

前
9

甲
J
F
d
人
二
十
人
@

困

E
t
t

t

2

2

5

2

?

 

1
4
H
の

「関

E

t

i

-

-

:

E

z

i

i

 

?。



f630サ 兼 良 市 民 だ よ り

X ルJtLJ4士 ▼ 1-とqA fllの▲5悪 妻 蒜 LL書.号 i i お吉は lI 一由 IA. Iた 小さ t と 丁( .-i -王 壬 ; 壬 i ; ■Il .ll重 至 芸皇 畠 壷I+ .tt .メこt It■J1書 , れ i FI FI S【ー■ 一>買 畠言責 革 具 等 芳 子 ;r 1ヤ T の 生 事̀ 丘三 が:雪 空 L t 寺I t J! 1 .# FIの 月 に T ± 壬暮 7FE(生 itI .AT 一 . ★ ▲井 d 右 ▲ ■ , 1三

… 芋 蔓… ;8≡き … 証~■■■■■IltJtt ■ lIIt至 言 1モi定 + て ● 人′〉外 に し ○空 軍 書 聖 hl二 71 ｡ 11必 Tlの
e}tL∩ ,I 二書 l一で '一書 でlLttu I上 63の I-ヰbi ;■ で‡,きL7F(Iくしー■芋言空き 轟 きI ql)一日 Hltt tす つ l^ ぎー一ヽEFとi-Llt†･の日 )rLjaサ･人 ｡1人 b 一

十lJP 十 や生 玉 ○J:莞Jlt HlI.▲一■

tt ･γ{■AL 毛Jt文At ●■ ■I .l■■ ■†■ナH○G5■ヾ■ LA

tは ■f■l L+ I●ヽ●一一g'/こ 丑 書

.26L 放 ■の ■チ ャ 壬 ll左 LI

三 吉 ｢ そ7rLLt . l+ I+月ーE It 77■lA)1●rJL●I ..一一FE IiI

告 騨 葵 豊 … :zlllI I I:N i 3 iy芝 ム+ Jttぎ ■ JdOの 人■▼!ユ:■■千ち■{I■dl千●一l一一i●dt■■Jht■ーl●

●■ト ●▲f■中く ･墓… 二二 六 7

Jtの D+(日l: : i.九一一T t ■izん十 で人 く-< だ8き●▼■i■trt生 ■+■■･*★t ●I.J5'Lt と★■ ■ こW IFIN･-蔓 等 要 紺･1■は. 尖 k 左.… 理 い 巾･空室要 言 書｣づ 事 紬 .さ日 中+ † 言hp.

JlI .l† 言

†-月 M .Ls .T,-葛 芸 Li 'i

㍍真 夏 損 妻 Il書 損 ….: %紺 害二王 萱: rl刈 Tl いi串 ..1牢Zl-JLナナ† ■rJ t■ ▼'*tれ イ fr夏生,rt■ † ■+■■町

▲ ■ 芸 子 交 j

a退 児 へ -主 よ 奨 学 捜 助

金 ,t長 芋 +FLtH F

H Erlでしこ筆 意 菜登字 妻 だ慧LT 望 遠I真書 闇甘■■ ■■■-JL▲Lr■■A I47tTl■■■ ●■ ■I_&■ t■ ■■■一■ t● ■又 JEエ■l■

苦 さ正 三H lIllI 一ll1+( ,i 二 七 十も t J)Jl◆ ■ 寸も 1 Jl1 rttl もtー t と( + Llー1-～ 5

tr …吋 2■ltm

th e班●町 一 -1▲llTL F lnl■¶ 1ーZTt一一 ■1-〇m つ

1T ′}jfLLF比 与Ll～ JIllt 上 牧 とどAIL こ

E

:

a

E

 

i
:ーで

E
-
F
I
e
-金
大
路

側一T目

・
・
一
一
一
一
】
L
g

i

E

J

l

l

 

'EニfM
--
ω
五
九
一
一
》
で

喪
‘
.
"
-
R
売
は
昭
和
u
-
年
同
月

生
azh・身
修
齢
御
酒
・
h
R迫

の
包
織
育
児
e策費の指事司屯

聖
E

E

E

E

;

E
A
1
日
以
降
E
入
'

E
:
1
1人

出直撃
t
r
t
-
M
.
ほ

う
，
の
と
お
'
で
受
付
時
聞
は
午

前
'
崎
学
t
m時
-
V
-
E
-手
帳

t
u
n
g
れ
危
t

c
m
u
R
・
e
γ
，
で
】

S

H

A

E

E

Z

 

慣
礎
欄
六
a
m
-
平
厳
大
-

e
'
a
k
 

耳目
E

E

鹿
市

Z

昆
得
功
各
俊
民

関
口
"
《
火
v
-
x
'
白
.
，
金
十
似

官
民
徳
井
筒
奪
各
後
区

同
n
"
ハ
n
v
・
・
・
吉
原
市
明

岳
富
緩
怠
網
島
柿
省
鰻
第

三
一
一
一
-
a
k

羽
目
《
n
v
繍
邑
費
大
曲
虫
歯
マ

z

t

s

E

R

 

綬
Um

M
E
首

長
A

f

h

h

g

 

ま

2
2
1各

後

K
滋
綴
伝
授
釘J

-
e
不
・
・
児
e
-
R
予
体
温
倶
・

"
の
u
-
z
m
-
a
阿
午
・
3
時
-
F
t

A
苦
V
音
・
小

?42

十

s
z
-
T
R
 

百
Z
E
Z
?
で
M

5

A

E
さ

E

E

e

z

T

一
名
Z
E

政

S

E

E

K

、a
s
a
e
n
月
児
に
3
1
2

一

他

脱

酷

査

一

i
!
 

市保健ム
t
y

タ
ー
っ
一条bA路

陶
一
了
日

盆
ω
一
一
一
一
v
k

商
.
.
 公
民
館
〔
字
掴
定
二
丁
目
v

で也
実盗
。
対
象
史
は
昭
和
a
e
'

z
i
-
-
E測

定

他

E
・
m
m
・
-
“
何
隠
診
目
E

a衛生施場噂が・・9・す
-
a
句
史

に
は
問
E
2
9
4
が
4

f
H
M
t
E
z
-
-

i

!

L

人
民
聖

て，、u-el--Ha慣はっ，。企

u
p
で
-
n
H
時
閣
は
ー
‘
ず
れ
も
午

後
l
t

i

宇
-
m
F
a

E
忘
れ
な
〈
・i

!こ

の
品
で
同
時
に
E
L
-
-

【市
保健セ
γ
'
t
】

5
n
u
H
《
本
》
曽
E
E
R
a
m
島

パ
条
摩
市
E
2

伏
見
剤
"
・
各
後
K

R

M

5

2

1

佐

保

明

治

大

1

2

情
-
m
大
由
伺
a
守
則
和
尚
太

噂

K
A恥岨四位M限必
w
-
w
佼

un

e
月
2
M
《
島
小
》
大
物
局
僚
組
R
m

.

.

 瞳

m
a
R
市
同
軍
側
4

i
z
E
 

h

z

z

E

A

 

性

別

電
d

白書考
ι
宏明記
L

4
月
調
日
き
で
に
肉
瞬
、

a-陣倉ヘ

寸・胃
h
v
w

&
マa
予
も

S

E

E

L

2

5

 

ら身体隊也骨密に
.. 。一緒ー、am

哲は
a
E
話
1

1

t
z
z
Z
3
2
の

Z
E
L
込
ん
で
A
t

【m
Z
E
Z
h
E
T

《
級
抱
腹
》
事
a
m
伺
錨
写

今
月
か
ら
み

そ
づ
く
り
・
・

君

t
ま

snが一ふ化
l
a
 

t
i
-

守
誌
は
b
e
一
み
に
な
;

L
た・

A
O
し
ま
争
中
央
公
2

【上E7・町

・・@
ハ五040・

A
e
し
量
産
V
往
復

E舎

に

E

2

z

z

i

z

z

E

Z

 

E
そ
a
t
は
E
2

9

・
v

グ
ル
プ
で
-
x
-
m

・

園

2
・
合
は
令貨の伸
一晴
氏

名

z

i

i

人j
 

n 込み窓口と

芳 雪量6<Kわる

巧(~I開会aw帥

R
K

内高岡・・
2
民館で
】

S月岨anu《本》あ島市凶同組a・

見
省
・
・
北
禽
厳
粛

.. ，
 

E
一一名

2
2

東

az費・
7

丘

e平
総
回
書
館
鳳

堅
一
三
福
島
区

日
以
閉
山

f

r

i

i

 

ゐ

A
A
旭
町
=
@
ハ】む
J
・MM

・
児
は
聞
和
m抑制
有

m
n
2
H
P
M
m

飴
隼

-
n
I
目
t
-
z
れ
・問徐

検
幽
思
衝
山

w.
‘
.
内
科
‘
，
衡

身
長
修
.
凪
駒
闘
の
拠
出
足
-
w

i
t
η
1
・

人
-

Z
L

ま

E
】
5

2

2

E
f
s
E
窓
口
で

身
体
型
1
f
t
所

Z
E
に
量

2
2

λ
Z
し
て
く
M
S
L
《
m

i
-
-ロ

ゐ句ez
r
v
・
民
泊
却
に
よ
る
ゆ

し込
I

ぬ
も
で
e
e
s
す
・
〈
h
し

〈
は
樹
摩
alm《
雷
・

一

一》

し
て
週
内
，
て
〈
ど
さ
i
日
《
月

曜
日
t
習
の
午
後
視
"

は
体
・
u

A
4
に
Z
n
t
z

L
Z
泊
・
喝
の
績
ん
で
i
‘
る
人
は
改

め
て
S
2
4
T
ゐ
2

・はあ，.z・
5

ん・

-土

7プ
図
書
金

時
?
午
後
A4

f

t

県
女
険
金
γ
-
P
A
薫
陶
蘭
町
】

マ
?
?
プ
'
E
S
E

-戊
マ
m
・
・
昭
和
鐙
e
s
m
E
H

以
号
R
S
人
一
一
I
Z

し
治
A
・
5
m
m
u
"
に
B
R
・

同時
v
f
ピ
-
A

宅

y'

県
建
期
・
λ
一
保
凶
・
人

保凶・A-RZ'1uE尽
を

y'
一
幽
益
繍
厳
重
↑
翻
最
掃
の

A
霊
大
崎
町
a
m
M
・
人
A
使
館
内
一
定
期
婦
人
州
安
阿
草
原
苔
巧
a
勺
ぎ
の

盆
@
r
a
七
一
一
九
V
の
・
人
の
た
め
一
よ
う
に
開
か
れ
き
r
・

の
B
E
R
会
が
つ
F
の
と
心
お
り
聞
か
一
之
き
・
4
n
お
日
〔
n
V
7
・

h

a

f

z

t

E

4

章
E

7

。
.
r
プ
ロ
セ
，
“VB・-E

申
T

社
会
福
祉
g
・
情
一
.
謙
噌

i

S

A

u

i

n

t

i

-

-

z
n
-
f
-
a
z
f
 

F
E
E
l
s
 

空
白
町
付
け
は
守
-
R
S
時
t
随
時

-v
と
T
・
E
時
d
2
・
町
す
の
二

司
e
F
S
E
t
t

E
周
目
日
《
本
》
a
m
-
-
衝
Am

相
刷
各
般
K

岡
泊
四
H
A
+
A
V
事
畿
内
大
手
&

量

wm各校区

間
信
a
g
ロ
ハ
+
念
霞
儀
佐
保
e銀

阪
急
各
使
区

ミ

た
』~

6
ι
M
E聖
g
d〆「

--ョ
zmu一
i
E
 

E

二

一
一
-

f

i

z

-

-
m
柄
鎗
直
属
の
困
復
に
役
立
つ
体

憾
の
虚
実
伐
指
a
'
と
寓
a
・

とき

l
A日
開
制
濁

4
・
2
2
1
1
i
J

刷
骨
組
a
徴

宣

E

r
--3
・
・
;
t
t
t
t
t
L

H
T
;
5
4
2
・

2
f
E
H
型
車
健

セ
リ
，
.
，
《
一
集
大
路
側
一
?

"
--
-
一
一
V
で
瞬
き
ま

す。axaa朝団司高は電障で岡常

J
ー
へ
T
込
ん
で
〈
f

l
・
-
定
員
は
各
総
軍
側
十
人
当
J
h
n

2
2
・
2
2
宅
時

伺
広
各
回
午
前
，
‘
v
t
E
a
T
・

s
n
a
・
悶
《
金
》
一
能
組
ゅ
の
く

らL-nKL

E
日
E
M
-
-
備
の

際

F

M

・-2
h

』

i

E
H
F
-
】
E
z
-
-

る
允
め
巳
一
〈
取
‘
，
問
a
e
処
停

T
-
-
n

関
g
n
n
・
v
e
E
L
L
7
E
t
s
h
m
Z

一

制

E
I
の
午
前
4
v

，N3
5・f

主
人
関
II

L
士
・

4
品
目

S
O
E-
-

i

-

!

i

 

‘
は
婚
適
・

f

t

Z

u

 

--hVE---健闘a電
通
姐

ι-ni

n
t
=
"
に
E
し
た
d
t

《はLau》の予防鰻幅取姻緑色

盟
関
に
つ
Z
E
主
細

Lます・官官・喝K
E
--幽軍医院《富幽'

fIT--
・8

一仁八】

A色

紙

へ
金
H

虫
、
は
さ
宮

ヨ

設
で
鱒

2

t

児
助
関

遺
躍
削

Z
小
ふ
1

通
学

5
に
次
の
よ
うに央

交
奨
嗣

2

5

E

m

:

i

t

 

--型
Z
量
生
徒
は

Z
L
て
〈
だ
さ
い
a

優
助
金
ハ
月
領
V
H
小
管
生
二

千
五
百
門
中
乍
生
九
千
円
V

2

・

z

r

z

p

市
で
収
集
し
な
い
ゴ
ミ
は

一

直
接
搬
入
か
処
理
業
者
へ

E
か
白
2
3
e
u

忠
告
で

E
車
L
t
'

す
が
次
め
よ
う
な
d
a
u
-
-
‘

Z
ん
の
で
a
n
e
z
z

型
空
織
入
E
a
下
衰
の

-
鍍
歯
磨
実
物
処

''RSにhR慣
し

てぐときーヮ

〈
E
L
f
-
v

・
1
2
i
s

したJza-

-
t
-
L
e
E
2
主
な

とで
4

時
的
，
.
E

に附
tJ2

3

・

は
何
?
で
は
"
"
で

μ

ig--2 

ー、句ezr・

園
足
健
厳
保
険
創
刊

《-m1mA芳》

て

E

Z

Z

E

温

?
"
・
命
は
由
m厚
a
R
会
一.

大
幅
削
-
r
u
-
-
-
-
-

-va「

sn，Hazでに・

1

1

1

1

1J

H

《
U
》
午
a
，
.
，
年
a
s

r
花
*
の
島
一一帯即車司会
τL

怜
マ
とこaq・em・箇平嵐官異

宮
町
健
凶
位
b
a
a
司
門
鑑
舎
が
つ
珊
《
紋
・
・
町
・
@闘晶一ハニ

z
t
に
ま
の
民
一
4
・
2
=
z

t

f

f

高
f

す

告

な

ど

-

A

し

《

ほ

肉

支

と
き
・
4
m
g
日
《
土
V
泊
所
へ
.

l
a
w
@
@
@

。。H
H

A
L
t
A
上
旬
に
S
E
t
t
?
h
a
Z
E

W
て
Z
Z
5
7
4
5
R
6
M
《
・
V
E
-
-
す

j

の
ゴ
a
a
-
u
つ
留
め
よ
，
巳
伝

5
R
・
日

《e'
v
の
『
国
民
の

'azす

休
μ
』bz
「

m
e
e
uー‘ゴe』

4m"白
内
金
》
は
『
夫
‘
誕
生
の
限
値鴫
常体14・z-T・厳吋晦K

U

L

Z

"

i

t

;

g

n

u

-

f

E
L
'
 

S
H
E
に
型
す
る
慣
習
す
日

み

E
量
Z
3
t
v
L
，

す
-
a
R
め
ら
れ
た
・
z
m
に
午
繍
7

民間字書でに胤して〈M-zeiペ

5
m
g
a
A
火
》
の
『
毒
拡
記

は
寸
忽
や
せ
る
4
J
Z
L
の

s

f
目

E
てニ

t

の日
I

』
は
『
忽
や
ぜ
る
4
2
L
の

E

E

t

t
政
当

E

u

s
n
9
H
A
n
v
に
叙
昂
し
・
す
・

念
日

I
l
e
e
@向
V
GH
H

:
1
2
 

Z
4
a
E
堅
持
‘

F
2
3
‘
手
・
2

4

2

2

2

2

t

 

命

"
'
m
.
，
附
威
A
M
H
g
A

a
t
司
た
り
八
月
百

8
M
M
t
は
B
温
2
9
1
門
・

ハ
問
、
合
わ
ev

・
瑚
喝
綱
費
r
喝
へ
の
・
入
-
a

崎倫礎下禍《
・
ηzRXXU》

ヘ・-m叫

E
F
-
-市

AV肉働梅線《
・・
包
云
三
二
》

へ

;I1i!，，"12了目

岨帆

相官

古 川畑町

川 ょ 町

八.町

e町

合"

^~， ，̂嗣
古 町 町・.町
民・酬7
プ市 1T_"------

胸

像川.

甫 圃 酬。酬"開
e u • u ...ピ̂.筒・ 1，
a総輸.

.側方"
育川府 一山
山口商 a網." 岡.. 

. .噌


	なら・シルクロード博　4月24日待望の開幕
	はなやかに！23日開会式
	西安市代表団が奈良市訪問
	ベルサイユへの夏季大学留学生募集
	市民参加による市政の推進へ
	観光アドバイザー募集
	計量器定期検査
	登大路会場
	飛火野会場
	春日野会場
	平城宮跡会場
	シルクロード大文明展
	交通難緩和にご協力を
	今井みねさん100歳に！　”おめでとう”と市長がお祝いに
	街はたちまちきれいに　シルク博を前に佐保地区で清掃
	市の下水道使用料変わる　五月分から
	生涯学習に参加しましょう
	市で収集しないゴミは直接搬入か処理業者へ

